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感染対策の指導や相談から、抗菌薬適正使用チ ーム(AST)の一員としても活動

私は2025年に感染管理認定看護師教育課程

を修了し、感染管理特定認定看護師の資格を

取得しました。感染管理認定看護師の役割は、

根拠に基づく専門的な知識を活かし、患者さん

やご家族、医療従事者を感染から守る事です。
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感染症は適切な予防や対策を行うことで拡がりを防ぐことができます。手洗

いや手指消毒をはじめとする感染対策の指導や相談、職員教育、感染症発生時

の対応、地域の 医療機関と連携した研修などを行い、 安全で安心できる医療環

境づくりに取り組んでいます。

また、これらに加え特定行為の「感染に係る薬剤投与関連」を活かし、 医師・

薬剤師・臨床検査技師と共に、抗菌薬適正使用チ ーム(AST)の一員としても活動しています。

抗菌薬（抗生物質）は、感染症の治療に欠かせない薬ですが、使い過ぎや不適切な使用では薬に

強い抵抗力を持つ細菌が生き残り、本来は効果のある抗菌薬が効きにくい「薬剤耐性菌」を増や

す原因となります。対策をとらないと 2050年には薬剤耐性による年間死亡者数が全世界で

1000万人に達し、がんによる死亡者数を上回ると予測されており、抗圏薬の適正使用は未来の

医療を守るために欠かせない課題です。患者さんの状態や検査結果を踏まえ、最適な抗菌薬が

安全に使用されるよう、これからもチ ームで継続的に支援していくことが重要だと考えています。
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薬剤耐性菌
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知っておきたい心不全の治療薬

心不全の薬物療法では、今ある息切れやむくみを和らげるだけでなく、これ

から先の経過をよりよくすることも大切です。近年は心不全に効果がある薬を

組み合わせる治療が重視されており、これにより入院を減らし、元気に過ごせ

る期間を延ばせることがわかってきました 。

心不全の薬は、症状が消えたから終わりではありません。心臓のリモデリン

グ（悪化の連鎖）を食い止めるために、症状が落ち鶉いても継続することが大

切です。

自己判断で中止せずに、気になる症状や副作用があれば早めに 医療者へご

相談ください。

薬の名前 薬の作用

ACE阻害薬 ARB エナラプリルカンデサルタン等 血管を広げ、心臓の負担を減らします。

ARNI エンレスト 血管を広げ、心臓を保護するホルモンを増やします。

B遮断薬 ビソプロロールカルベジロール 心臓の過剰な動きを抑え、心筋の疲れを防ぎます。

MRA スピロノラクトンエプレレノン 心筋の線維化（硬くなること）を防ぎます。

SGLT2阻害薬 ジャディアンスフォシーガ 尿と一緒に糖や塩分を排出します。

その他、薬の種類が多くて大変、飲み

忘れが怖い、粒が大きくて飲みにくい、と

いった悩みがあれば、いつでもお声がけ

くださ い 。一包化 や剤型変更の検討や、

また、昔から飲み続けている薬の中に不

要なものがないかを確認し、医師と連携

して、安心 して治療を続けられるようお

手伝いします。
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